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報道機関関係者各位 

 

令和７年産さくらんぼの生育状況 

 

令和７年産さくらんぼの生育は、６月６日からの好天で、２日程度早まる見込みです。 

また、６月 15 日頃から高温予報となっていることから、高温障害等で収穫・出荷ロ

スを出さないための対策の徹底について、周知をお願いします。 

 

１ 生育の状況 

（１）６月６日から気温が高く日照の多い日が続いているため、果実の熟度が進み、収穫期が

早まっている。 

（２）収穫盛期の見込み 

  ・「佐藤錦」   ：６月 15日～21日頃 

  ・「やまがた紅王」：６月 20日～26日頃 

・「紅秀峰」   ：６月 23日～30日頃 

※さくらんぼ作柄公表（５月 28日公表）時よりも２日程度早まる見込み 

 

２ 今後の対策 

（１）高温対策 

・６月６日からの高温・多照で果実の熟度が進んでいるものの、高温障害はみられていない。 

・果実の熟度が進んでいるため、もぎ遅れがないように、「選りもぎ」※を徹底する。 

・６月 15 日から高温の予報であるため、収穫・出荷ロスが発生しないように、「高温対策」

と「病害虫防除」を徹底する。 

    ※ 「選りもぎ」とは：着色が良く熟度が進んでいる果実を選んで収穫すること 

（２）熱中症・農作業事故防止 

・作業中はこまめに休憩して水分・塩分補給を行うなど、熱中症対策を徹底する。 

・高所での作業が多くなることから、「脚立は、チェーンをかけて使用し、天板には登らな

い」などの基本的な対策を再度確認し、徹底する。 

 

 

 

 

【問合せ先】 
山形県さくらんぼ作柄調査委員会事務局 
（山形県農林水産部 園芸大国推進課内） 

  課長補佐（果樹振興担当） 安達栄介 
TEL：023-630-2453 

  ［広報監］農林水産部次長  小泉 篤 

対策の詳細については、別紙（いいものを成らせるさくらんぼ便り）を参照ください 


